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１ は じ め に 

 

リンドウは、一度定植すると複数年にわたって切り

花が収穫できる宿根草である。一般に、定植後 1～2

年は株養成期間と位置づけられており、この期間にお

ける株養成促進技術として定植直前の苗へのジベレリ

ン処理が普及している。しかし、この処理の結果、越

冬芽が高位に着生する奇形（以下「高芽」、写真 1）

が発生する場合があり、生産現場においてジベレリン

処理の実施を控える事例が報告されていた。 

そこで、本研究では、ジベレリン処理によると推定

される高芽の発生を抑制し、株養成効果をさらに高め

る処理方法について検討した。 

 

 

写真 1 高芽が発生したリンドウ株 

 

２ 試 験 方 法 

 

(1)試験年次：2007 年、2008 年 

(2)試験場所：福島県農業総合センター（郡山市）、同

浜地域研究所（相馬市）、現地試験ほ場（喜多方市、

二本松市、南会津町） 

(3)供試品種：福島県育成 F1品種 5 品種、民間育成品

種 4 品種 

(4)試験区の構成：供試株は、2 月上旬の播種、5～7

月の定植とし、栽植様式は県内の慣行に従った。

処理は、ジベレリン 100ppm 溶液を定植 45 日前、 

定植直前（慣行）、定植 30 日後、定植 60 日後の苗に

それぞれ 3～5ml/株茎葉散布した。また、無処理区を

設けた。 

 

３ 試験結果及び考察 

 

(1)高芽の発生への影響 

定植年の生育終了時（地上部枯れ上がり時）におけ

る高芽の発生率は、定植直前処理で高くなる傾向にあ

り、2007 年で特に高芽の発生が多かった（表 1）。定植

30 日後処理では 2 ヶ年とも低くなり、無処理と同等か

らやや高い水準に留まった。また、処理時期に関わら

ず、高芽発生率には品種間差がみられた。 

ジベレリン処理時の葉齢と高芽発生率の関係をみる

と、若齢の苗への処理により高芽の発生が増加してお

り、処理時の葉齢は高芽を誘発する要因の一つである

と考えられた（表 2）。この結果より、定植直前処理で

はジベレリン処理時に比較的葉齢が若い苗に処理する

ことになるため、高芽が発生しやすくなると推察され

た。また、2007 年と 2008 年において、定植直前処理

で処理後の気温推移が 2 ヶ年で大きく異なっていたこ

とから、年次間差の原因として気象条件の関与が示唆

された（データ省略）。これらのことから、高芽の発生

には、ジベレリン処理を主因として処理時の葉齢等の

複数の誘因が関与していると考えられた。 

 

(2)株養成への影響 

ジベレリン処理による越冬芽径への影響を図 1 に示

した。最も太い越冬芽を比較した場合、定植 30 日後処

理で優る傾向が認められ、供試した 9 品種中 7 品種で

平均 10.5％太くなった。土居 1)の報告と同様に、定植

当年の地上部生育量は定植 30 日後処理で優る傾向に

あり、越冬芽の充実に繋がったと推察された（データ

省略）。一方、越冬芽の形成数は、ササ系品種である「ふ

くしまかれん」を除いたエゾ系 8 品種では、定植直前

処理と定植 30 日後処理間で有意差はなく、また、両処

理とも無処理を上回った（表 3）。「ふくしまかれん」



のみ、定植 30 日後処理と無処理で越冬芽数が同等とな

り、エゾ系品種と異なる反応を示した。 

定植年の越冬芽形成状況は、翌年の切り花品質およ

び本数と相関性が高く、越冬芽径および形成数からみ

た株養成効果の高かった定植 30 日後処理は、翌年の切

り花品質が最も高かった（表 4）。処理時期をより遅ら

せた場合の影響をみた定植 60 日後処理では、越冬芽径

を太くする効果は認められたものの、越冬芽形成数が

無処理と同水準となり、総合的な株養成効果は他の処

理時期より劣ると考えられた。 

 

４ ま と め 

 

定植 30 日後におけるリンドウ苗へのジベレリン

100ppm 溶液の茎葉散布により、高芽の発生は、従来の

定植直前処理より低い水準に抑制される。しかし、品

種特性、処理時の苗の葉齢およびその後の気象推移等

の条件によって抑制効果は変動する可能性がある。 

また、越冬芽径は、品種間差はあるものの総じて太

くなる傾向を示し、翌年の切り花品質の向上に寄与す

ると考えられる。一方、越冬芽数は、エゾ系品種では

定植直前処理と同等の形成数が得られる。しかし、サ

サ系品種では、越冬芽数は、無処理と同水準となり、

定植直前処理より株養成効果が劣る可能性がある。 
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尾瀬の夢 尾瀬の輝 尾瀬の愛 尾瀬の青華 葉 齢 時 期

2007年
1) 定植直前 43.6 93.9 34.6 73.9 2.5対葉  定植45日前 86.1

定植30日後 0.0 14.3 2.0 27.5 4.5対葉  定植直前 1.8

無処理 7.0 15.6 2.1 2.8 6.0対葉  定植30日後 0.0

2008年
2) 定植直前 4.5 7.0 12.6 35.1 0.0

定植30日後 4.9 5.1 7.3 23.7

無処理 0.0 0.0 0.0 13.4

表2　ジベレリン処理条件と高芽発生率

注)供試品種：ふくしまみやび

3)着生位置が株面より2cm以上高い芽を計数した。
1)定植：7月2半旬　2)定植：6月2半旬

表1　高芽発生率と品種および年次間差

試 験 区
試 験
年 次

　高芽発生率
3)
（％） ＧＡ処理条件

無 処 理

　高芽発生率

　（％）

 

 

図1　ジベレリン処理の越冬芽径
への影響
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尾瀬の夢 尾瀬の青華

mm 定植直前 30日後 無処理

 

ふくしまさやか 26.3 b 24.8 b 8.0 a

ふくしましおん 9.7 b 11.2 b 6.5 a

ふくしまかれん 13.0 b 8.7 a 8.6 a

尾瀬の夢 12.2 b 9.6 ab 6.5 a

尾瀬の輝 13.4 b 11.9 b 6.8 a

尾瀬の愛 12.3 a 10.9 a 8.5 a

注)Tukeyの多重比較法により、同一品種内で同符号間に
　 5％水準で有意差なし

供試品種
定植直前

表3　ジベレリン処理の越冬芽数への影響

越冬芽数（本/株）

無 処 理定植30日後

 

 

定植直前 7.9 b 7.3 ab 6.1 ab 4.5 a 6.8 ab 95.7 b 6.3 a 4.5 ab

定植30日後 7.8 b 10.3 c 7.3 b 4.5 a 7.2 b 117.6 c 7.0 b 4.7 b

定植60日後 4.6 a 8.3 b 6.7 b 3.3 a 5.4 a 101.1 b 6.4 a 4.0 a

無 処 理 4.7 a 6.1 a 4.8 a 3.9 a 5.2 a 87.5 a 6.2 a 4.2 ab

花段数

注)供試品種：ふくしましおん

本 数

（本/株）

本 数 茎 径

注)Tukeyの多重比較法により、同符号間に5％水準で有意差なし

（cm） （段） （mm）

　切り花の状況（2008年）

切り花長

表4　定植年の越冬芽形成と翌年の切り花の状況（南会津町現地試験ほ場）

最大 3番目 5番目

　越冬芽形成（2007年）

試験区 直 径（mm）

（本/株）

 


